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蚕
と
聞
い
て
、
白
い
幼
虫
や
繭ま

ゆ

を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
蚕
を
繭
ま
で
飼
育
す
る
養

蚕
業
。
近
代
化
が
進
ん
だ
明
治
か
ら

日
本
の
産
業
を
支
え
、
岩
手
県
内
で

も
県
南
か
ら
県
北
ま
で
広
く
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
に
は
外
国
産

の
安
価
な
絹
糸
や
化
学
繊
維
な
ど
に

押
さ
れ
、
縮
小
。
今
で
は
県
内
の
養

蚕
農
家
は
10
戸
弱
に
な
り
ま
し
た
。

　

北
上
市
の
更
木
地
区
で
は
中
山
間

地
域
や
北
上
川
の
河
川
敷
を
中
心
に

蚕
の
え
さ
で
あ
る
桑
の
畑
が
あ
り
、

養
蚕
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
養
蚕
業
者
は
２
軒
に
…
。
そ
の

更
木
で
養
蚕
業
を
も
う
一
度
復
活
さ

せ
よ
う
と
取
り
組
む
女
性
が
、
北
上

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
髙
橋
愛

衣
さ
ん
で
す
。

ゼ
ロ
か
ら
学
ん
だ
養
蚕
業･

繭

細
工

　

髙
橋
さ
ん
は
埼
玉
県
職
員
と
し
て

働
い
て
い
ま
し
た
が
、
父
の
故
郷
の

北
上
市
で
仕
事
を
し
た
い
と
、
更
木

ふ
る
さ
と
興
社
と
市
が
協
働
で
企
画

し
た
将
来
の
養
蚕
経
営
者
を
育
て
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
、
令
和
２

年
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

　

元
々
昆
虫
が
好
き
で
、
伝
統
産
業

に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
養
蚕
業

に
つ
い
て
は
右
も
左
も
分
か
ら
な
い

状
態
で
し
た
。
少
し
ず
つ
知
識
や
技

術
を
習
得
し
、
今
で
は
養
蚕
の
一
連

の
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
養
蚕
業
の
中
心
は
春
か
ら
秋
に

か
け
て
の
期
間
。
こ
の
間
に
桑
を
栽

培
し
、
蚕
を
飼
育
し
、
繭
を
収
穫
し

ま
す
。｢

炎
天
下
で
の
桑
栽
培
作
業

-北上市地域おこし協力隊-
　地域おこし協力隊は、都市部から地方に移住し　地域おこし協力隊は、都市部から地方に移住し

て、地域ブランドや地場産品などの開発･販売、農て、地域ブランドや地場産品などの開発･販売、農

林水産業への従事などを行いながら、その地域への林水産業への従事などを行いながら、その地域への

定住･定着を図る取り組みです。定住･定着を図る取り組みです。

　北上市ではこれまで10人の協力隊員が参画。まち　北上市ではこれまで10人の協力隊員が参画。まち

が元気になり、任期後も定着して活動しています。が元気になり、任期後も定着して活動しています。

今回の特集では協力隊員の活動や地域との関わりな今回の特集では協力隊員の活動や地域との関わりな

どを紹介し、まちづくりの効果に迫ります。どを紹介し、まちづくりの効果に迫ります。

地域への♡♡
あいあい

と外からの👁
アイ

で地域おこし

ストーリーをたどり高得点を目指しなストーリーをたどり高得点を目指しな
がら養蚕を学ぶゲームブック。髙橋さがら養蚕を学ぶゲームブック。髙橋さ

んが１年ほどかけて作成しましたんが１年ほどかけて作成しました

繊細な作業が求められる、繭細工。繊細な作業が求められる、繭細工。

｢工房夢繭･花(盛岡市)｣で技術を｢工房夢繭･花(盛岡市)｣で技術を
磨いています磨いています

北上市地域おこし協力隊員北上市地域おこし協力隊員
将来の養蚕農家プロジェクト将来の養蚕農家プロジェクト

髙橋 愛衣髙橋 愛衣さんさん

埼玉県職員から北上市地域おこし協力隊埼玉県職員から北上市地域おこし協力隊
員へ。横浜市出身。員へ。横浜市出身。

  問問  都市プロモーション課☎72-8308都市プロモーション課☎72-8308
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東京都大田区からIターン。大学で織物を学ぶ東京都大田区からIターン。大学で織物を学ぶ

中、蚕の能力に驚き、夢中に。養蚕農家を志し、中、蚕の能力に驚き、夢中に。養蚕農家を志し、

平成31年から３年間、更木の養蚕プロジェクト平成31年から３年間、更木の養蚕プロジェクト

の隊員として活動。現在はさらのき工房を起業の隊員として活動。現在はさらのき工房を起業

し、養蚕のほか、オリジナルし、養蚕のほか、オリジナル

ブランド｢SaLa Silk｣のシルブランド｢SaLa Silk｣のシル

クパフ･ボディタオルを開発･クパフ･ボディタオルを開発･

販売している。販売している。

は
大
変
。
飼
育
場
の
掃
除
も
衛
生
環

境
に
繭
の
生
産
が
左
右
さ
れ
る
養
蚕

に
と
っ
て
は
大
切
で
、
神
経
を
使
う

作
業｣

と
話
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

苦
労
を
通
し
て
、
真
っ
白
で
き
れ
い

な
繭
を
収
穫
で
き
た
喜
び
は
ひ
と
し

お
の
よ
う
で
す
。

　

養
蚕
業
が
休
み
と
な
る
冬
の
期
間

に
は
商
品
開
発
に
着
手
。
形
が
崩
れ

る
な
ど
出
荷
で
き
な
い
繭
を
使
っ

て
、
染
色･

加
工
し
て
花
に
造
形
す

る｢

繭
細
工｣

を
始
め
ま
し
た
。
繭

を
薄
く
剥
い
だ
り
、
丁
寧
に
形
を
変

え
た
り
と
繊
細
な
指
使
い
で
、
付
加

価
値
の
高
い
商
品
に
仕
上
げ
ま
す
。

　

髙
橋
さ
ん
は
こ
の
他
に
も
、
地
域

の
探
究
学
習
と
し
て
小
学
生
な
ど
を

対
象
と
し
た
養
蚕
体
験
会
を
開
催
。

伝
統
産
業
の
学
習
や
更
木
地
区
の
歴

史
の
継
承
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
か
ら
携
わ

り
、
髙
橋
さ
ん
の
活
動
を
身
近
で
見

て
き
た
、
更
木
ふ
る
さ
と
興
社
の
福

盛
田
さ
ん
は
そ
の
奮
闘
ぶ
り
を
称
え

ま
す
。｢

知
ら
な
い
土
地
に
も
か
か

わ
ら
ず
頑
張
っ
て
い
る
。
体
験
交
流

や
加
工
品
の
開
発
、情
報
発
信
な
ど
、

外
か
ら
の
目
線
を
持
つ
協
力
隊
員
で

な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
も
感
謝
し
て
い
る｣

と

ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

株式会社更木ふるさと興社株式会社更木ふるさと興社
代表取締役社長　代表取締役社長　

福盛田 洋幸福盛田 洋幸さんさん

更木出身。進学のため北上市を離れた更木出身。進学のため北上市を離れた
が、北上市へUターン。設立した平成21が、北上市へUターン。設立した平成21

年から更木ふるさと興社に在籍。年から更木ふるさと興社に在籍。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
２
年
間
ほ
ど
髙
橋
さ
ん
と
同
じ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
動
し
た
、
松
岡

さ
ん
も
髙
橋
さ
ん
の
頑
張
り
を
認
め

る
一
人
。｢

協
力
隊
は
比
較
的
自
由

な
活
動
が
許
さ
れ
る
反
面
、
責
任
感

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
髙
橋
さ
ん
は

責
任
感
が
強
く
、
隊
員
と
し
て
積
極

的
に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る｣

と

目
を
見
張
り
ま
す
。

　

髙
橋
さ
ん
の
任
期
は
令
和
５
年
４

月
23
日
ま
で
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
と
し
て
、
ま
た
養
蚕
に
関
わ
る
者

と
し
て
、
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
ま

す
。
任
期
中
に
養
蚕
農
家
と
し
て
自

立
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
退
任
後
も
養
蚕
や
繭
細
工
へ
の

関
わ
り
を
見
据
え
ま
す
。

東京の大手町で行われた、移住イベント｢岩手東京の大手町で行われた、移住イベント｢岩手
わかすフェス｣では自身の活動や更木地区をPR。わかすフェス｣では自身の活動や更木地区をPR。
華やかな繭細工に多くの人が足を止めました華やかな繭細工に多くの人が足を止めました

養蚕体験会には、生き物と触れる体験や養蚕体験会には、生き物と触れる体験や
伝統産業を学びたい家族が参加しました伝統産業を学びたい家族が参加しました

さらのき工房 代表さらのき工房 代表
元北上市地域おこし協力隊員元北上市地域おこし協力隊員

松岡 冴松岡 冴さんさん

ふやかした繭を伸ばして重ね、ふやかした繭を伸ばして重ね、
シルクパフに仕上げますシルクパフに仕上げます
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　事業者の魅力を発信したいと思いプロジェクト
に参画しました。現在はフリーライターとして、
北上市の魅力を働く人を通して伝える｢きたかみ
仕事人図鑑｣、20代の働く姿や夢に焦
点を当てた｢20代の肖像｣などを運営
し、webやSNSで発信しています。
　本年度から、北上雇用対策協議会から委託を受け
ラジオ番組｢北上地区で働くということ｣を制作。

きたかみE&BeエフエムやY
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeで
公開しています。地元で働く若者のリ
アルな声を通して、地元で働くことを
考えるきっかけ作りを狙います。

フリーライター
小澤 政行小澤 政行さんさん[東京都からIターン]

ローカルカンパニー魅力発信プロジェクト

<任期 平成30年８月１日～令和３年７月31日>

仕事人図鑑

北上地区で働
くということ

20代の肖像

取材では、相手

の本音や自然

な表情を巧み

に引き出して

います

近隣の人を対

象にした北上

近郊のツアーも

(写真は牧草地

サイクリング)

カフェ営業だ

けでなく、ヨガ

やマルシェなど

人が集うイベン

トも開催

北上巣箱 代表
深津 咲奈深津 咲奈さんさん[東京都からIターン]

スポーツツーリズムプロデューサー事業

<任期 平成30年４月23日～令和３年４月22日>

　アウトドアやスポーツによる地域づくりに可能
性を感じ、移住しました。退任後は個人事業主と
して、地元の人や自然と触れ合うプライベートツ
アーと、水沢鉱山探検ハイクなどのアウトドアア
クティビティのガイドをしています。地域の人た
ちの力を借りて開催できています。
　参加者には楽しんでもらうことはもちろん、人
や自然とのつながりを見つめ直すきっかけにして
もらえたらと思います。一方で私自身は参加者か
らあたたかい気持ちをいただいています。
　北上を拠点に、人と人、人と自然とをつなげてい
くことが私の目標です。

地域おこし協力隊地域おこし協力隊OBOGOBOG日記日記私たち

元協力隊

夏油古民家カフェk
こ び る

obiru＆観光案内所
中村 吉秋中村 吉秋さん･さん･邦子邦子さんさん[宮城県からIターン]

夏油高原エリア活性化プロジェクト

<任期 平成28年５月９日～令和元年５月８日>

　夫婦でカフェを開くという夢が叶うプ
ロジェクトに出合うことができました。任
期中に岩崎地区にある築100年の古民家
をリノベーションして、古民家カフェを
営業しています。観光案内所の機能も備
え、地域内外から人が訪れてくれます。
　改修を始める前から岩崎地区の人たち
が本当に手厚いフォローや気遣いをして

くださり、本当に感謝しかありません。
　北上市の地域おこし協力隊は制約が少
なく、比較的自由な活動ができます。そ
のため責任感ある行動と、許容してくだ
さる地域の理解が必要だと感じています。
　うれしいことに隊員の人たちにも頼り
にされるようになりました。人が集う公
民館のようなカフェにしたいです。
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地
域
課
題
の
解
決
を
期
待
さ
れ
る

協
力
隊
員

　

平
成
21
年
に
開
始
さ
れ
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
は
、
令
和
３
年
度

の
取
り
組
み
団
体
数(

受
け
入
れ
自

治
体
数)

が
全
国
で
１
０
８
５
団
体
、

６
０
１
５
人
の
隊
員
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。
国
で
は
令
和
８
年
度
ま
で
に
隊
員

を
１
万
人
に
増
や
す
方
針
で
す
。
隊
員

を
任
命
す
る
の
は
各
地
方
自
治
体
で
、

活
動
内
容
や
条
件
、
待
遇
は
さ
ま
ざ
ま
。

任
期
は
お
お
む
ね
１
年
～
３
年
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
は
隊
員

本
人
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
行
政
の
三

■協力隊･地域･行政との関係性

地域おこし協力隊
・自分の能力を生かす活動
・理想の暮らしと生きがい

地域
・斬新な視点
・協力隊による刺激

行政
・柔軟な地域おこし
・住民増加による活性化

三方良し

ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
退
任
し
た
９
人
は
全
員
が
当
市
に
定

着
。
任
期
後
も
引
き
続
き
、
北
上
市
を

拠
点
に
活
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
制
度
の
特
徴
は
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
隊
員
が
受
け
入
れ
団
体

と
連
携
し
て
活
動
す
る
こ
と
。
市
と
は

直
接
雇
用
関
係
が
な
く
、
市
の
就
業
規

則
な
ど
に
縛
ら
れ
ず
に
柔
軟
な
活
動
が

で
き
ま
す
。
二
つ
目
は
地
域
課
題
を
解

決
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
政
と
受
け

入
れ
団
体
が
一
緒
に
な
っ
て
立
案
す
る

こ
と
。
任
期
中
、
そ
し
て
任
期
後
の
起

業
を
見
据
え
た
企
画
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
隊
員･

受
け
入
れ

団
体･

市
の
三
者
が
協
力
体
制
を
築
い

て
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

“北上市” 地域おこし協力隊
の流れ

事前に団体が市の関連部門と地域課題の
解決策を協議。企画を立案(６月ころ )

プロジェクト募集

団体と市の間で、業務の推進体制や隊員
の活動内容について合意する

団体と市が協定締結

隊員を募集し、企画に適した人材を採用
する

隊員の募集･採用

三者が協力体制をとって活動をする。任
期終了後の準備も行う

隊員･団体･市が協力して活動

任期中の活動や人脈などを活かした起業
･定住

起業･定住

次
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
向
け
て

　

取
材
を
通
し
て
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
画
し
た
北
上
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
皆
さ
ん
が
自
ら
の
意
思
を
持
っ
て
、

北
上
市
で
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
中
に
は
、
全
く
縁
も
ゆ

か
り
も
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
魅
力
を
感
じ
て
飛
び

込
ん
だ
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
隊
員
を

受
け
入
れ
た
団
体
や
地
域
で
は
、
地
域

に
溶
け
込
み
、
課
題
解
決
に
注
力
し
て

も
ら
お
う
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

外
部
の
人
材
の
目
線
や
、
地
域
へ
の

愛
を
生
か
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む

三
方
良
し
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
緒
に

考
え
ま
せ
ん
か
。

者
が
協
力
す
る
取
り
組
み
で
す
。
協
力

隊
員
は
自
身
の
才
能
や
能
力
を
生
か
し

た
活
動
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
自
分

が
理
想
と
す
る
暮
ら
し
や
生
き
が
い
を

発
見
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
地

域
と
し
て
は
外
部
人
材
の
斬
新
な
視
点

で
地
域
課
題
の
解
決
が
図
る
こ
と
が
で

き
、
行
政
と
し
て
は
既
存
の
枠
組
み
で

は
難
し
い
柔
軟
な
地
域
お
こ
し
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

北
上
市
の
制
度
の
現
状
と
特
徴

　

当
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
始
め
、
こ
れ

ま
で
10
人
の
隊
員
が
参
画
し
、
観
光
や

農
業
、
地
域
情
報
発
信
な
ど
の
プ
ロ

■北上市地域おこし協力隊の制度

･委嘱期間　１年(最長３年)

･報酬　月額26万円(活動基準日数は20日)

･特徴　①隊員は市が直接雇用せず、受け

入れ団体と連携して柔軟に活動

する

②地域課題を解決するためのプロ

　ジェクトを受け入れ団体と市が

　協働して立案する


